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鈴木徳子

テーマ案：これまでそしてこれからの生活の「否定」から始まる調査、判定
· 支援費の更新で「移動介護」が認められない
私の生活を全く知らない、考えないところでの一方的な打ち切り宣言。
· 全身性の障害者ではない私
あくまでも打ち切りの理由は障害名。上肢のみの障害。
· 生活を知らない、見ようとしない市の姿勢
移動介護は使えないと言ってきた事に対し、私が返した段階で、初めて私の障害状況、生活状況を知った市。

· 介護を利用する障害者の中で少数派の私
立川市内で全身性の障害者以外で利用しているのは４名。だから特別。公平ではない。を根拠にする市。

· 少数派であることの怖さ
自分の中で一人で立ち向かわなければいけない、同じように考える仲間がいないと言う不安。
· 介護の量ではなくこれまで、そしてこれからの生活を否定される怖さ
これまでの生活そのもの、そして、これからの自分がこう在りたいと思う生活を否定される恐怖。自分の存在意味さえ否定されている、これからも否定され続けていくような恐怖。

· 情報の大切さ

在障会の中で報告、相談。不服申請に関する情報、裁判に関する情報、個人情報の開示としてケース会議の記録請求の方法を知る。その後もメンバーから新たな情報、声かけを受ける。それにより、頑張ろうと思いつつも「諦めた方がいいのでは。楽なのでは。」というもう一方の気持ちを払拭。
· 怖さからの脱出は闘い続ける人の一言
一連の不服申し立ての結果。市長名で棄却される。その理由は、「全身性ではない。」という理由のみ。これまでの動き、主張を全く解さない結果に徒労感と絶望感のみ感じる。
しかし、自分の生きる権利を得るために10年以上闘い続けている人（薬害エイズ事件：川田氏）からの「諦めずに頑張り続けましょう」という一言に再度、奮起する。
